
横浜天声キリスト教会　　週報　第 15 巻 25 号（No.541）　　2020 年 6 月 21 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　箴言 1:8-9　･･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１７２番　雨をふりそそぎ

*交読文　････････････････ 　５２番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７９番　良き知らせを

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　３０５番　春風そよふくごと

メッセージ　･･････････････ パウロとテモテから学ぶ真の親子関係の絆(２テモテ 1:1-8)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　４１２番　すくいぬしにましませど

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 今週月曜から金曜まで、働き人は、教会外での勉強会に参加します

ため、早天以外の全てのインターネット配信は、お休みする予定です。

その間、以前配信しました Youtube メッセージなどによって、それぞれ

主から直接養いを受けてくださいますよう、よろしくお願いいたします。

次週午後は成田との合同礼拝となり、横浜での英語礼拝はありません

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　　子たる者よ。主にあって両親に従いなさい。これは正しいことである。「＿＿の父と母とを

敬え」。これが第一の戒めであって、次の約束がそれについている、「そうすれば、＿＿は幸

福になり、地上でながく生きながらえるであろう」。父たる者よ。子供をおこらせないで、主の

薫陶と訓戒とによって、彼らを育てなさい。僕たる者よ。キリストに従うように、恐れおののきつ

つ、真心をこめて、肉による主人に従いなさい。人にへつらおうとして目先だけの勤めをする

のでなく、キリストの僕として心から神の御旨を行い、人にではなく主に仕えるように、快く仕

えなさい。＿＿が知っているとおり、だれでも良いことを行えば、僕であれ、自由人であれ、

それに相当する報いを、それぞれ主から受けるであろう。主人たる者よ。僕たちに対して、同

様にしなさい。おどすことを、してはならない。＿＿が知っているとおり、彼らと＿＿との主は

天にいますのであり、かつ人をかたより見ることをなさらないのである。最後に言う。主にあっ

て、その偉大な力によって、強くなりなさい。（エペソ 6:1-10）

　メッセージ概要

　本日は父の日、普段から一家を守り養うために働いている父に感謝する日である。私達には肉の父がお

り、霊の父もいる。たとえ血の繋がりはなくても、キリストにあって、血の繋がりよりも濃い「真実な父子関係」

がある。今回、パウロとテモテの霊的父子関係から、キリストにある親子関係のあり方を見直して行きたい。

　パウロは結婚はしておらず、子はいない。しかしテモテを「真実のわが子」(１テモテ 1:2)と呼んだ。つまり、

福音を伝道されて、信じて、霊において新しく生まれた人にとっては、イエス様を伝えてくれた人こそ霊に

おける真の親であり、また、常日頃から御言葉によって霊的に養っている人こそ、真実の父、また母なのだ。

　霊の親は、夜となく昼となく、霊的に面倒を見ている「真の子供」のため、祈るものである。パウロは日頃、

夜昼祈る習慣があり、その祈りの内で、いつもテモテの事を思い起こしていた(２テモテ 1:3)。
　『わたしは、あなたの涙を「おぼえ（させられ）ており（現在形受動態）」、あなたに会って喜びで満たされ

たいと、切に願っている。』(4節)　パウロはこの時、聖霊によって、テモテの顔が思い浮かばされたが、そ

の顔は、涙を流していた…。それでパウロは、是非ともテモテに会いたいと思った。けれども今、牢に繋が

れており、しかももうすぐ処刑される事が何となく分かる。その状況で、このテモテへの手紙を書くに至った。

　現代は、顔を見たくなったり、声を聞きたくなったら、スマートフォンを取りだせば良いし、また何千キロの

距離でも、車や飛行機で、すぐに行く事が出来る。しかし当時は、そう簡単には行かない。切に会いたい

時は、ただ相手を思い巡らし、祈る以外には無かった。私達も、霊的息子・娘を養う時、日夜、愛を込めて

祈り続けるなら、彼らの状況が、霊によって良くわかる。あ、今この子は泣いている。今この子はうまくやっ

ている、と。世の理論やモノ、方法に手軽に手を伸ばす以前に、よく祈るなら、その子は健全に育つのだ。

　テモテはその時、なぜ涙を流すような状況だったか。彼はその当時、エペソ教会の担任牧師としてパウロ

から按手を受け、若きリーダーとして頑張っている最中だった。当時、エペソの教会は、異端がはびこる危

険性があり、教会の中でも諸々の問題があった。そんな彼に、パウロは的確にアドバイスをする。

　『こういう訳で、あなたに注意したい。わたしの按手によって内に頂いた神の賜物を、再び燃えたたせな

さい。というのは、神が私達に下さったのは、臆する霊ではなく、力と愛と慎みとの霊なのである。』(6-7節)

　今、本当に私達も、涙を流したい時代に生きている。コロナがはびこり、諸々の情勢は悪化し、将来の不

安がある。若い世代がこれから生きていく将来のため、自分達は何を彼らに備え、残してやれるだろうか…。

　パウロはアドバイスする。全ての肉の親・霊の親に、全て涙を流しながら任に当たっている働き人に、また、

リーダー達に。「神がわたしたちに下さったのは、臆する霊ではなく、力と愛と慎みとの霊なのである」と。

　私達に助け主・聖霊が来るなら、イエス様が成したわざをする事ができ、また、それ以上の事ができる！

その助け主は、臆病の霊ではなく、力と愛と慎みの霊である。聖霊の第一の現れは「力」であるが、ただの

イケイケな力ではなく、慎みの霊でもある。その、力と慎みとの中心にあるのが「愛」、これこそ重要である。

　全き愛は、恐れを締め出す。もし恐れているなら、愛が全うされていない状態だ。しかし子供や兄弟姉妹

を何とかしてやりたい、という愛が燃え立たされているなら、恐れず、ひるまず、大いなる働きをしていく。

　テモテは思い起こす事が出来た。自分は、パウロから按手を受け、その時にいただいた霊は、力と愛と

慎みの霊だ！と。　その後、テモテが  素晴らしい  牧会  をして教会を成長させた事は、エペソ教会の遺跡が

物語っている。今は廃墟だが、エペソ教会は、長さ４００メートル、馬が内部を通れるほどの建物だった。

　肉の親子関係であれ、霊の親子関係であれ、私たちはどれほど、愛をもって父母の役割を果たしている

だろう。あるいはどれほど、日頃養いをいただいている父母に感謝しつつ従っているだろう。

　私達もパウロにならい、子のために日夜、祈りに覚えるべきである。また、テモテのように、霊の父母から

いただいた御言葉を思い起こし、与えられている御言葉と聖霊によって、力と、愛と、慎みに富んだ働きを

してゆくべきである。私達はますます立派な霊の親となり、また、霊の養いをいただいている霊的な父母を

敬い、素晴らしい愛の関係を保っていく皆さんでありますように、イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 15 巻 25 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020 年 6 月 21 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

